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近年, 若い世代は, 生活体験が乏しく, 社会常識の未

習得やコミュニケーション能力の不足など社会的に未熟

な傾向にあり, そのことは学習活動にも影響を及ぼして

いる１)｡ このような背景から, 中央教育審議会において,

｢従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業から,

教員と学生が意思疎通を図りつつ, 一緒になって切磋琢

磨し, 相互に刺激を与えながら知的に成長する場を創り,

学生が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的

学修 (アクティブラーニング) への転換が必要である｡

学生は主体的な学修の体験を重ねてこそ, 生涯学び続け

る力を修得できるのである｡｣ と提言されている２)｡

この提言内容は, 看護教育においても同様の課題となっ

ている｡ 平成23年厚生労働省の看護教育の内容と方法に

関する検討会報告書の中で, ｢生活体験の乏しさから,

教育を行う上では教員の丁寧な関わりが必要となる一方

で, それが学生の主体性や自立性を育ちにくくしている

側面がある｡｣, ｢限られた時間の中で学ぶべき知識が多

くなり, カリキュラムが過密になり, 主体的に思考して

学ぶ余裕がない, 知識を活用する方法を習得できない｡｣

等の問題が述べられている３)｡

看護師は生涯学び続けていかねばならず, 最先端の医

療技術だけでなく, 社会保障制度や保険制度, 社会情勢,

自己の倫理観, 人間理解のための知識等, 身につけるべ

きことは多岐にわたっている｡ 自らに起きる事象の中で,

問題意識を持ち, 気づき, 学んでいくことが出来るよう

に主体的に学ぶ力を身につけることが求められる｡

看護基礎教育において能動的学習への転換は必須の課

題であり, なかでも臨地実習は, 患者や看護師, 他の医

療スタッフと実際に関わりながら, 看護実践能力と主体

的に学ぶ力を築く重要な教育の場であることからその教

育方法を見直す必要がある｡ 臨地実習の目的は, 理論と

臨床が学生の体験において１つになることである４)｡ 思

考の開始段階として, 現実的な経験状況が必要であり,
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臨地実習中の経験の中で ｢どのような看護をするか｣ と

いう看護についての自分なりの考え方と自ら学んでいく

力を育てることである５�６)｡ しかし近年では, 医療の高
度化, 在院日数の短縮により, 臨地実習において看護学

生が経験, 実践できる内容は以前よりも限られている｡

また, 現行の臨地実習の多くは１人の患者を受け持ち,

看護過程を展開することに重きが置かれているため, 多

重課題への対応やチーム医療, 医療倫理などについては

学生が経験していても, それを学びとして認識できてい

ないことがある７�９)｡ これは, 新人看護師になった際に
受けるリアリティショックの原因の一つであり, 看護実

践能力の育成を阻んでいるとも考えられている10�11)｡
看護基礎教育における臨地実習では, このような問題を

解決し, 看護実践能力を身につけ自身で学んでいくこと

のできる人材を育成する教育方法を見出すことが求めら

れる｡ そのためには, 教員は学生が体験したことを引き

出し, それを省察, 概念化し, 次の実践に活かすプロセ

スである経験学習を支援する必要がある12)｡

そこでまず, 本邦で実践されている経験学習の１つで

ある経験型実習教育について文献検索し, この教育実践

方法の有用性や現状の問題点について検討する｡ また,

今後の課題を明らかにし, 主体的に学ぶ力を育成する実

習方法を提言することが本研究の目的である｡����
１. 研究デザイン

包括的文献検討

２. 対象文献

医学中央雑誌���版 (以下, 医中誌) および国立

情報学研究所学術情報ナビゲータ (以下, �����) の
文献検索システムに登録されている文献を対象とした｡

各検索システムの登録開始年度から2014年11月10日ま

でに掲載されているものとした｡ キーワードは, ｢経

験型｣, ｢実習／臨床実習｣, ｢看護｣ に設定した｡ 検索

文献は原著論文に限定して, 総説, 会議録, 解説, 雑

誌記事は除外した｡

３. 分析方法

対象の文献を精読し, 研究目的, 研究方法, 結果に

ついて整理した｡ 次に, 論文の内容を検討し, 分類を

行った｡ 時間をおいて２回分析を行い, 一致をみない

ものに関して再検討した｡ 論文の分類に際しては, 分

析経験ある研究者にスーパーバイズを受け, 結果の妥

当性に努めた｡ さらに明らかになっている知見をまと

めて, これまでの成果と今後の課題について検討した｡

４. 用語の定義

１) アクティブラーニング

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり,

学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・

学習法の総称である｡ 学修者が能動的に学修するこ

とによって, 認知的, 倫理的, 社会的能力, 教養,

知識, 経験を含めた汎用的能力の育成を図る｡ 発見

学習, 問題解決学習, 体験学習, 調査学習等が含ま

れるが, 教室内でのグループディスカッション, ディ

ベート, グループワーク等も有効なアクティブラー

ニングの方法である13)｡

２) 経験学習�����や�����, ������の学習理論の研究に基づ
き, ����が提唱した学習理論である｡ 経験学習は,
学習を結果ではなくプロセスとして捉える｡ 具体的

な体験を受け, 抽象的な概念化, そして能動的な試

みへ進むためのステップとして, 内省的な観察 (振

り返り) が位置づけられている14)｡

３) 経験型実習教育

この教育方法は, 1997年に安酸が提案したもので

あり, とくに�����の ｢直接的経験と反省的経験｣

の教育理論を基にしている15)｡ 複雑な現象の中での

経験を, 学習者が自ら意味づけをしていくという学

習形態をとる実習を経験型と呼んでいる｡ 経験型実

習教育では, 学生は講義・演習で学んだ看護学の知

識や技能をいったん忘れて, 患者やその家族, 医療

従事者との関わり, 臨床の中に完全に身を委ねる直

接的経験が推奨される｡ その直接的経験から, 学生

が内省的経験を繰り返しながら学んでいくプロセス

を援助していく方法である16)｡�����������
医中誌で ｢経験型｣, ｢実習／臨床実習｣, ｢看護｣ をキー

ワードに文献を検索したところ, 50文献が該当した｡ そ

の内, 総説, 会議録, 解説・雑誌記事を除いた21文献を

抽出した｡

次に, �����で検索した結果, 41文献が該当した｡ 医
中誌で既に検索された文献を除くと, 10文献が残った｡

計31文献を精読して, 研究の手順に沿って記載されてい

るもの, 経験型実習教育の意味内容を含んでいるものを

抽出した｡ 最終的に, 対象文献は, 26件となった｡ 26文

献については, 文献検討対象文献一覧に示す｡

対象文献は, すべて質的研究であった｡ 年度別文献件

数の推移を図１に示す｡ 1999年から経験型実習教育とし

ての研究が掲載され, 2012年まで年間１～４件の件数で

推移していた｡ 実習領域別に見ると, 精神看護学領域で

の研究が最も多く, 26件中16文献が該当した｡
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文献の目的, 研究方法, 内容を整理した結果, ｢経験

型実習教育の教授方法｣, ｢経験型実習教育における学生

の学びのプロセス｣, ｢経験型実習教育の効果｣ の３つに

大分類することができた｡ ｢経験型実習教育の教授方法｣

は, 18件が該当した｡ この18件は, さらに次の３つに小

分類できた｡ 『経験型実習教育で学生の学びを促す方法』,

『経験型実習教育で学生の学びを促す教員のかかわりや

資質』, 『教育機関と臨床施設の連携強化のための取り組

み』 である (表１)｡

１) 経験型実習教育の教授方法

経験型実習教育の教授方法について, 整理したもの

を表２に示す｡

(1) 経験型実習教育で学生の学びを促す方法

采澤ら (2012), 冨澤ら (2010) は, 半構成的面

接法を取り入れた個別指導は, 学生の経験を引出し,

意味づけに繋げられたとしていた｡ 青山ら (2001),

冨澤 (2001) は, ラベルワークをカンファレンスで

取り入れることによって, 言語化できない直接的経

験をデータとし, 学生の思考を高め行動を探求的に
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発表年･著者 研 究 目 的 研究対象 実習領域 研 究 方 法 結 果

采澤陽子ら
(2012)

実習への不安を表現していた学生�
に対する教員の関わりの構成要素
を分析する｡

�教員, および�
教員が受け持った
学生のうち実習へ
の不安が強い１名

基礎看護学 半構成的面接法｡
対象学生に対する教員の関わりについて,�����の 『リフレクションサイクルモデル』
と安酸らの 『経験型実習教育における授業
過程モデルの教師による援助の５つのカテ
ゴリー』 を参考に分析｡

学生の個別指導内容に伴う教員の援助構成要素は【学生の直接
的体験の把握】【不安や困難等問題の明確化】【学習可能内容
を考え, 助言・提案する】【関わりの方向性を考え, 伝える】
【経験の意味づけの援助】というカテゴリーに分けられた｡ ま
た, �����のリフレクティブサイクル過程のうち特に�表現：語
る・記述する�と�感情�を意識した教員の関わりが有効である
と考えられた｡

冨澤美幸ら
(2010)

半構成的面接法を取り入れた個別
指導時の, 教員の関わりの構成要
素とその効果を分析する｡

�教員, �教員が
うけもった学生６
名

基礎看護学 面接内容は ｢実習を通して抱いた心配や困っ
たこと｣ ｢実習の目的や方法の確認｣ ｢自己
課題｣ など｡ 教員の会話部分について, 安
酸らの 『経験型実習教育における授業過程
モデルの教師による援助の５つのカテゴリー』
を参考に分析｡

学生に対する教員の関わりの構成要素は, 発問や確認をしなが
ら【学生の直接的経験の把握】をし,“聴く姿勢”を保ちながら
学生の話を促進させ, 【不安や困難等問題の明確化を図る】
【学習可能性内容を考え助言・提案する】【関わりの方向性を
考え伝える】【経験の意味づけの援助を行う】ことであったと
考えられた｡

安永薫梨ら
(2009)

経験型精神看護学実習で, 学生が
どのような場面で, 臨床指導者や
教員の患者への対応をロールモデ
ルとして学習の参考にするのか,
その時どのように感じどのような
学びを得るのかを明らかにする｡

精神看護学実習を
終えた�大学看護
学部学生74名

精神看護学 半構成的質問紙調査｡
学生が臨床指導者や教員をロールモデルと
して学習の参考にした経験に関する５段階
評価とその具体的な場面などを質問した｡
独自の記述部分に関しては, 質的帰納的に
分析｡

43名から回答を得た(回収率58�1�)｡ ６割の学生が実習中に臨
床指導者や教員をロールモデルとしていた｡ 患者の対応で困っ
た時や, 何かを促す時はもちろん, 患者に楽しんでもらいたい
時にも, 臨床指導者や教員のロールモデルを見て ｢素晴らしい｣
と感動し, 個別性のある看護について学んでいることが分かっ
た｡ また, ロールモデルを示す際, 学生がネガティブな感情を
抱くこともあることが明らかになった｡

吉野由美子
ら(2008)

開放型病棟に着目し, 経験型の実
習教育としての教師の学習支援の
方向性について検討する｡

看護短期大学の学
生479名

精神看護学 精神看護学実習終了時の自作の文章完成形
式のアンケートの ｢精神看護は ( )｣ を病
棟構造 (開放・閉鎖)・機能 (一般・療養)
と合わせて, テキスト型データ解析ソフト
ワードマイナー����1�1を用いて分析｡ ４年間のべ479名のうち, 調査対象は405名 (回収率84�6％)｡ 療

養開放型で実習した学生のアンケート結果からは, 有意なキー
ワードは無かった｡ セルフケア度が高いため直接的経験が少な
い, もしくは顕在化しにくいと考えられた｡
療養開放型の病棟では, カンファレンス, プロセスレコードな
どを手がかりに直接的経験を丁寧に教材化し, 看護の意味付け
を行う必要がある｡

青山誘子ら
(2001)

経験型実習にラベルワークを取り
入れた実習方法が, 経験を自ら意
味づけていく主体を育てることに
有効かどうかを検討する｡

�看護専門学校３
年生16名
カンファレンスで
学生が記述したラ
ベル599枚

精神看護学 経験型実習とラベルワークのパラダイムに
基づき, 学生の経験の変化を分析し, 学生
が経験を統合して看護の概念を導き出す過
程を構造化した｡

ラベルワークは言語化できない直接的経験からデータを取りだ
し, 思考を飛躍的に高める効果的があった｡ 学生は言語化でき
ない直接的経験から思考を高めて, 行動も探究的となり, 経験
の意味の統合が豊かとなっていった｡

冨澤美幸
(2001)

カンファレンスにおける ｢ラベル
学習｣ の効果と ｢教材化のための
ワーク｣ の活用効果を明らかにす
る｡

看護系短期大学３
年生44名

精神看護学 1) ｢ラベルワーク学習｣ を展開しての効果
の質的分析, 学生のアンケート調査
2) ｢教材化のためのワーク｣ を展開しての
質的分析

学生は, 主体性を持って実習に臨めるように行動が変容していっ
た｡ お互いの意見を聞き, 交換するなかで自己の気づきが深まっ
ていく経験を獲得して, カンファレンスの意義を実感し, 学ん
でいた｡ 学生の困った場面を意識的に捉えることにより, 学生
が自分のとった行動を自信や意欲に繋げ, 自らの力を高めるこ
とが出来る｡
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(1) 経験型実習教育で学生の学びを促す方法
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経験型実習教育の教授方法 経験型実習教育で学生の学びを促す方法(6)

17経験型実習教育で学生の学びを促す教員のかかわりや資質(6)

教育機関と臨床施設の連携強化のための取り組み(5)

経験型実習教育における学生の学びのプロセス なし 7

経験型実習教育の効果 なし 2
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発表年･著者 研 究 目 的 研究対象 実習領域 研 究 方 法 結 果

東中須恵子
(2010)

経験型実習指導による学生の学び
への関与を明らかにしその有効性
について明らかにする｡

精神看護学実習を
修了し, 経験型実
習を実施した者の
中から教員が無作
為に選出した学生
４名

精神看護学 指導者 (教員) の学生への関わりを事例と
して記述｡ そこから, 経験型実習教育にお
ける授業モデル (安酸) により分類した｡
学生の経験の意味づけの援助により学習支
援が出来ているかどうか考察した｡

経験型実習指導の方法は, (1)学生の ｢見た｣ ｢聞いた｣ ｢感じた｣
ことを経験として活用することで, 学生の思考を発展させてい
る｡ (2)教材として使用するにあたり指導者は, 学生の経験を聴
き共有化する努力が必要である, (3)指導型実習指導と経験型実
習指導が混合することもあるが, 指導者は思い込みに注意が必
要である｡

芥川清香ら
(2007)

成人看護学実習における教師と学
生との関わりを通して, 経験型実
習教育に必要な ｢実践力量｣ を,
安酸の提唱した教師の８つの能力
をもとに検討する｡

臨床実習を担当す
る教師２名, 看護
系大学の３年次学
生２名

成人看護学 成人看護学実習終了直後, 教師が十分な指
導ができなかったと思った場面をプロセス
レコードに書き起こし分析した｡ 経験型実
習教育で教師に必要な ｢実践的力量｣ とし
て, 安酸 (2005) が提唱している８つの能
力をもとに分析した｡

実践的力量として教師に求められる８つの能力のうち, ｢学習的
雰囲気｣ ｢患者理解｣ ｢学生の理解｣ の能力は育まれていたが,
｢学生の学習能力への信頼｣ ｢言語化能力｣ ｢状況把握能力｣ ｢臨
床教育判断能力｣ ｢教育技法｣ については, 指導能力に困難さが
認められた｡

安田妙子ら
(2005)

本学(大学看護学部)の経験型精神
看護実習において, 精神看護領域
外の指導教員が直面する困難の内
容を明らかにすることを目的とす
る

看護教員６名 精神看護学 半構成的インタビューを行った｡ 語られた
内容から指導教員が直面した困難に関する
データを抽出, 項目ごとに分類し質的帰納
的に分析した｡

指導教員が直面する困難の中心的な内容として, �精神科臨床
経験がないことからくる自己の指導能力不足感�が明らかになっ
た｡ また, ｢実習期間が短い｣ ｢受け持つことができる患者の絶
対数が少ない｣ など�実習教育システム�に関する困難を多くの
教員が感じていた｡

冨澤美幸
(2005)

実習の中での直接的経験を反省的
経験に高めていく教員の指導内容
を次の二つの側面から検討する｡

精神看護学実習を
実施した学生83名

精神看護学 1) ｢ラベルワーク学習｣ を実践し, 実習の
中での学生の戸惑いや不安の内容を具体
的に表出し, 学生の主体的な学びを引き
出す｡
2) 教員の指導内容を, 6つの項目に従って
｢教材化のためのワーク｣ に記載してい
く｡

学生の体験のラベルは, ｢患者とのかかわりの中で困ったこと｣
が71�9％を占めた｡ 教員の関わりの方向性は, ①傾聴・リフレ
イミング②ステップバイステップ・行動－結果予測・成功体験
③モデリング④言語的説得であった｡
｢ラベルワーク学習｣ は, 体験の意味づけを促進するための教
材として有効である｡ また, 作成した ｢教材化のためのワーク｣
は, 教材化のプロセスにおける学生の状況を客観的に見るため
に使用可能なことが示唆された｡

吉野由美子
(2004)

グループ面接の場面における教師
の発話内容の分析から, グループ
面接場面における教師の関わりを
明らかにする｡

グループ面接を実
施した21グループ
のうち, 11グルー
プの面接場面にお
ける発話内容

精神看護学 録音した内容を文脈に分けて, コード化し
た｡

教師の発話内容はⅠ面接の進行に関するもの, Ⅱ評価に関する
ものに大別され, 評価に関することは, 1. 自己評価者の経験を
照らし出す関わり, ２. 経験の意味づけを促そうとする関わり
など, ６つのカテゴリーに整理された｡ 教師は学生と共有でき
る直接的経験を探索したり, 誘導しながら, グループにその過
程を開示し, 共有できるように関わっていることが明らかになっ
た｡

野中淳子
(1999)

1. 教師の陥りやすい見方や解釈を
明らかにする｡

2. 教師自身の変化を明らかにする｡
3. 上記をもとに教育的意義を明ら
かにしていく｡

1994年に入学した
看護系短期大学生
２年次60名と教師

小児看護学 連想語を用いた学生の自己評価をもとに,
学生の内面報告と教師の内面報告を分析し
た｡

教師の陥りやすい見方や解釈は６つの特徴があった｡ 教師の学
生への見方の変化のプロセスは５段階あった｡
学生が経験したことをどのように意味づけしているかのプロセ
スは重要であった｡ さらにそれを見ている教師の内面で起こっ
ていることが整理された｡ 学生が経験したことの意味づけと,
それを解釈している教師との一致とズレをいかに認識するかが
重要であり, そのためは第３者的意見を取り入れていくかが課
題である｡

(2) 経験型実習教育で学生の学びを促す教員のかかわりや資質

発表年･著者 研 究 目 的 研究対象 実習領域 研 究 方 法 結 果

清水夏子ら
(2011)

経験型実習教育の教材化に関する
研修会と, そこで行ったロールプ
レイを行った効果について検討す
る｡

実習教育に直接携
わる助教・助手
(研修１回目10名,
研修２回目11名)

全領域 1) 指導困難な２事例をもとにディスカッ
ションを行い, ロールプレイで発表｡ 教
員の発言について比較検討｡
2) 研修会に参加した教員へのアンケート
調査｡ �����で統計的に図示化した｡ ２回の研修会の事例は同じであったにも関わらず, ロールプレ

イのシナリオは大きく変更された｡ 悩む学生の理解や自身の実
習指導の傾向, 教材化や教育方法が教員毎で異っていることに
気づく機会となった｡ アンケート調査では参加者の研修会に対
する満足度は非常に高かった｡ このような研修会は継続的に実
施する必要がある｡

永田真由美
ら
(2009)

平成19年度に実施した臨地実習指
導者研修会により, 研修会参加者
の臨地実習における学びと学生の
学びを支援することに関する主体
性がどのように育成されたかを明
らかにする｡

研修会に参加した
臨床指導者26名

― 研修の中で学んだことについて1200字程度
で記述されたレポートを分析した｡ ｢本研
修会で得た臨地実習における学びと学生の
学びを支援することに関する主体性｣ の側
面について意味が取れる最小単位をコード
として取り出し, 分類した｡

研修会を通じて育んだ臨地実習における学びと学生の学びを支
援することに関する主体性は, ｢自己理解｣ ｢自己の準拠枠への
気づき｣ ｢認識の広がり｣ ｢積極的ストラテジー (指導者として
の価値の気づき)｣ ｢指導を通じた成長への希求｣ ｢看護師仲間と
しての期待 (学生を育てることの意味への気づき)｣ ｢臨床実践
経験の意味への気づき｣ ｢学生理解｣ の８カテゴリーが抽出され
た｡ 看護学生の学びを支援する研修会参加者の主体性育成に有
用であったと考えられた｡

佐藤香代ら
(2008)

看護学生の実習到達度評価の現状
を把握し, 看護教育上の課題を明
らかにする｡

実習施設と大学と
の第１回合同実習
調整会議への出席
者144名 (施設指
導者と教員の計)

― 対象者の属性, 経験型実習の認知度および
導入状況, 実習の到達度評価に関する12項
目, 合同実習調整会議の満足度に関する項
目から構成した質問紙調査 ｡ ����
(����16�0) を用い, 単純統計およびχ２検
定を行った｡

学生の実習状況について, 明らかにすることが出来た｡ 今後は,
教員の指導力・看護実践力の向上および実習体験を確実に積み
重ねていけるような工夫, 臨床側との連携強化が課題であるこ
とが明らかになった｡ 今回の合同実習調整会議は, 施設指導者
と教員の知識を深め, 連携を強化し課題を共有する上で意義が
あった｡

安永薫梨ら
(2007)

経験型実習教育の均質化とレベル
アップを目的に, �大学の看護学
教員が実習施設の看護師と協働で
実施した経験型精神看護実習教育
ワークショップの効果を検討する｡

ワークショップ企
画・運営会議の議
事録, 参加した教
員および看護師27
名に対するアンケー
ト

精神看護学 臨床指導者と教員が協力してワークショッ
プを作りあげていくというプロセスに重き
を置いたアクションリサーチを実施｡ 実習
後ワークショップ時に構成的・半構成的質
問紙調査を実施｡ 質問紙の結果やワークショッ
プの企画・運営委員会の議事録内容より,
実習指導に関する効果を評価した｡

アンケートの回収数は21部であった (回収率77�8％)｡ 企画の際
から, 教員, 看護師が協働したことにより, 参加者のニーズに
合った内容になった｡ 自由記述の内容分析から, ワークショッ
プによる参加者への効果として,【実習内容の共有ができた】
【経験型実習教育への関心の増大】【実習指導意欲への動機づ
け】のカテゴリーが抽出された｡

安永薫梨ら
(2007)

臨床指導者と教員が共同で経験型
精神看護実習指導に関する事例検
討会を行うことによって, どのよ
うな成果をもたらすのか, またそ
の一方でどのようなことが問題と
して生じるのかを明らかにする｡

４ヶ所の精神病院
に勤務する看護師
でワークショップ
に参加した18～21
名, 精神看護学実
習を担当した教員
9～11名

精神看護学 事例検討会Ⅰ, 事例検討会Ⅱを実施した｡
実習前と後に独自に作成した質問紙でアン
ケート調査を行った｡ 自由記載は質的帰納
的に分析し , その他は ����11�0�����������を用いて基本統計量を算出した｡ 参加者は自分の経験や考え, 思い, 状況などと事例を照らし合

わせながら多面的にアセスメントすることができていることが
分かった｡ また, 課題として, 学生のパーソナリティに焦点が
当てられ, 学生理解を踏まえた指導のあり方などについての議
論が充分に行えなかったことが明らかになった｡

(3) 教育機関と臨床施設の連携強化のための取り組み



できたという結果を得た｡ 吉野ら (2008) は, カン

ファレンスやプロセスレコードは直接的経験を教材

化する手がかりとなるとしており, これは采澤ら

(2012) が, 述べた�����のリフレクティブサイク
ル過程のうち特に＜表現：語る・記述する＞と＜感

情＞を意識した教員の関わりが有効であるという考

察と一致していた｡ また安永ら (2009) は, 学生は

教員や臨床指導者をロールモデルとしており, 個別

性のある看護について学んでいることを示していた｡

(2) 経験型実習教育で学生の学びを促す教員のかかわ

りや資質

東中須ら (2010), 吉野ら (2004) は, 教員の関

わりをプロセスレコードや逐語録に起こし, 質的に

分析した｡ 東中須らは, 教員は, 学生の経験を教材

化するにあたり, 学生の経験を共有する努力が必要

であると述べており, 吉野は, 面接場面において教

員は学生と共有できる直接的経験を探索する関わり

をしていたと述べていた｡

芥川ら (2007) は, 教員の関わりを事例として記

述し, 安酸が提唱する教師に求められる能力に沿っ

て分析した｡ 教員は, ｢患者理解｣, ｢学生理解｣,

｢学習的雰囲気｣ の３つの能力は育まれているが,

｢学生の学習能力への信頼｣ や ｢言語能力｣, ｢臨床

教育判断能力｣, ｢状況把握能力｣, ｢教育技法｣ につ

いては困難さを感じていた｡ 安田ら (2005) は, 教

員を対象に半構成的面接を実施し, 実習指導分野で

臨床経験がないと指導能力不足を感じること, 教育

システムの困難について言及していた｡

東中須ら (2010) は, 教員は思い込みに注意しな

ければならないとしており, 野中 (1999) は, 学生

が経験したことの意味づけとそれを解釈している教

員の一致とズレを認識する必要があり, そこには第

３者の意見が必要になると言っていた｡

(3) 教育機関と臨床施設の連携強化のための取り組み

清水ら (2011), 永田ら (2009), 安永ら (2007)

の研究では, 臨床指導者と教員が事例検討やロール

プレイを行う研修会を開催していた｡ 自身の指導方

法の傾向や教材化について学び, 知を共有し視野が

広がる場となっていた｡ また, 臨床との連携を強化

し, 課題を見出すことに効果があった｡ 佐藤ら

(2008) の実施した調査でも, 合同実習調整会議で

実習を振り返ることで同様の効果を得ていた｡ 安永

ら (2007) は, 臨床指導者と教員が共同でワークショッ

プを企画・運営することで, 双方のニーズに沿った

より効率的なワークショップの開催と連携の強化を

図れるとしていた｡

２) 経験型実習教育における学生の学びのプロセス

瀧澤ら (2004, 2003), 大塚ら (2002) は, 学生がど

のような場面を直接的経験としているかをレポートの内

容から抽出した｡ 瀧澤ら (2003) では患者の変化, 大塚

らは患者・家族の示した言葉や態度, 反応であるとして

いる｡ 瀧澤ら (2004) は, これらの直接的な経験を意味

づけ, 看護師と患者の信頼関係について学んでいると述

べた｡

青山ら (2001) は, ｢反省的経験に至ったきっかけ｣

を明らかにし, 学生が自分の経験を看護学的に意味づけ

する手がかりは ｢面接場面｣, ｢体験場面｣, ｢振り返り｣,

｢統合｣ であるとした｡

瀧澤ら (2010) は, 共感経験尺度 (����) を用いて,
その類型と学生の学びの関係を明らかにした｡ 未熟な共

感である共有型が多かった｡ 両向型の学生が自らの学び

の程度が高い傾向にあった｡

３) 経験型実習教育の効果

芥川 (2007) は, リスクマネジメントをテーマに経験

型実習教育を実践し, 看護実践能力や看護師としての役

割意識や, 責任が育成される効果があるとした｡ 一方で,

学習者のレディネスが求められるため, 早期の実習教育

での導入については, 疑問視していた｡ 瀧澤 (2005) は,

経験型実習教育を行った13年間の歩みを振り返って, 人

間関係の深まりのレベルで, 実習における経験を捉える

―��―
発表年･著者 研 究 目 的 研究対象 実習領域 研 究 方 法 結 果

芥川清香
(2007)

学生によるこれまでの実習経験の
中から, 医療事故を起こしやすい
危険場面を教材化し, その学習課
題を通じて経験型実習教育実践の
有効性について検討する｡

看護大学４年次学
生８名

― 学生がリスクマネジメントをテーマに行っ
た実習｡ 実習では学生が実習内容をカード
に書き, ��法で分類した｡ 学生の記述したカードは, 160ラベル, 10カテゴリーに分類され

た｡ それらの内容を検討したところ, 経験型実習は, 看護実践
能力や看護師としての役割意識, 責任が育成される学習効果が
期待でき, 今回の実習でもそれが出来ていた｡ 対応策は121ラベ
ル, ６カテゴリーとなった｡ カンファレンスの過程での教員の
関わりと学生の反応についてまとめている｡ 新たな視点を与え
ることや, また学生の主体的な活動を評価した｡
経験型実習には, 学習者である学生のレディネスが求められる｡
早期実習教育は危惧がある｡

瀧澤直子
(2005)

本学における精神看護学の変遷,
特に精神看護学実習に視点をおい
てその教育的役割を考察し, 現在
に至るまで導入している実習方法
の効果の示唆を得る｡

1) �短期大学の
紀要�年報
2) 2000年度の精
神看護学実習終
了後のアンケー
ト

精神看護学 本学 (医療系短期大学) における1991年度
～2004年度の精神看護学実習の歩みを振り
返るとともに, 経験型の精神看護学実習を
取り入れて２年目の2000年度の実習後に,
学生を対象に実施した文章完成法による自
由記述のアンケート調査を検討した｡

アンケート調査では�｢カンファレンス｣ ｢プロセスコード｣ ｢レ
クリエーション｣ および ｢患者との関わり｣ について文章完成
法により質問した結果, 学生は�精神の健康問題をもつ人との人
間関係の深まりのレベルで, 実習における経験を捉えることが
できていることが分かった｡
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ことができると述べていた (表３)｡��������������
１) 文献の年次推移と対象領域

対象となった文献数や年次推移を見ると, この領

域の研究は少なく, まだ端緒についたばかりである｡

理由として, 実際に実施するとなると, この実習方

法は教員の資質が問われ, 時間とマンパワーが必要

であることが考えられる｡ また現実的に, 実習方法

を転換するには, 前準備として, 実習先への依頼や

趣旨を理解してもらうのに時間や労力を伴うことな

どもあるのではないかと推察される｡

また, 経験型実習教育が精神看護学領域で多く取

り入れられてきたのは, 元々この分野での取り組み

であったからであると思われる｡ 精神看護学実習は,

対象となる精神障がい者への偏見や講義の中でのネ

ガティブなイメージがあり, 学生が実習にストレス

を感じやすくなっている17)｡ さらに, 学生が精神科

での不可解な特殊性があると感じる経験ではそれが

意味づけされないまま実習が終了してしまうことが

ある｡ 精神を病むということ, それによる生活上の

困難を実際の関わりの中で実感した学生の経験に焦

点を当てて学んでいく方法が有用と考えられたため

であろう18)｡

２) 問題解決能力と経験型実習教育

日本看護協会が定めている看護業務規準の中の一

つに, ｢専門的知識に基づく判断｣ がある｡ これは

看護を必要としている人々の状態を識別し, 問題解

決に関する意思決定をすることである19)｡ このこと

からもわかるように, 看護教育においては, 問題解

決能力の育成が重要な教育課題である｡

経験型実習教育は, 学生の体験の中でこの問題解

決能力を育むことを目指している｡ 一つひとつの実

習場面を教材化していくことが, 看護教育では重要

である｡ 学生の判断能力と主体性を伸ばすためには,

学生自身が気になったり, 困ったりした出来事 (直

接的経験) の意味を考え, その解決のための方法を

探究していく過程を大事にしなければならない｡ 教

員が各学生の話をよく聴くことによって, 学生の経

験の把握や明確化を行い, 次の学習可能内容を考慮

し, 関わりの方向性に焦点を当てたアプローチをす

る｡ この学生の臨床経験が, 自らの看護ケアの意味

を探究, 理解し説明できる経験へと向かわせる｡ つ

まり, 直接的経験を反省的経験とする過程の途上で,

自ら主体的に学んでいく力を身につけるのである｡

３) 経験型実習教育において必要とされる教員の能力

経験型実習教育において教員に求められる能力と

して, ①学生の学習能力に対する信頼, ②教員の学

習的雰囲気, ③学生の経験を学生にとっての意味に

焦点を当てて明確にしているかどうか, ④患者理解

の能力, ⑤現象を看護学的に捉えて言語化して示す

能力, ⑥状況把握能力, ⑦臨床教育判断能力, ⑧具

体的な教育技法, が挙げられている20)｡ この教員の

能力向上のために, 実習施設との協同の研修会やワー

クショップを行い, 連携を強化していくことが経験

型実習教育においては必要である｡ これは, 教員の

思い込みを防ぎ, 学生の気づきと教員の解釈のズレ

を他者が入ることで一致させるきっかけにもなる｡

学生の経験を共有するためには, 学生が話したり,

記述したりしたものが手がかり (キューの特定) と

なる｡ 気にかかる言動がある場合には, その気がか

りな言動の意味を再確認する｡ この際に, カンファ

レンスやプロセスレコードが有効であるが, そこか

ら気づきを引き出す教員の資質が求められる｡ 従っ

て, 臨地実習においては, ｢指導｣ よりも学生の気

づきを促す ｢支援｣ に徹するように心がけることが

大切である｡������������������
学生のコミュニケーション能力低下や, 思考力の乏し

さが言われている背景から, 学生の経験を引き出すため

の時間の確保と教員の関わりがより必要となる｡ つまり,

学生が表現すること, 指導能力を備えた教員が丁寧に振

り返りを行うことが経験型実習教育を成功させる鍵であ

る｡ その一方でこのことは経験型実習教育を実践してい

く上での壁となる｡ 一人ひとりに丁寧な振り返りをした

くとも実習時間は限られており, 教員が１人では対応で

きない場合がある｡

すなわち, 経験型実習教育は, 教員の人数をある程度

必要とし, 学生との関わりに時間を要する｡ さらには,

行われる実習指導レベルが, 担当教員の経験・能力によ

り左右されやすい｡ また, 実習期間中, 指導する担当教

員は時間と労力を注がなければならないので, 学生を中

心とした業務体制とならざるを得ない｡ これらことが経

験型実習教育を新規に導入していくことを阻んでいる要

因と考えられる｡���������������
経験型実習教育は, 学生の日常の疑問を抽出可能であ

り, また学生主体であるために能動的学習となり, 終了

後の学生の満足度が得られやすい｡ また, グループカン

ファレンスなどを実施することで対人能力や協調性が修
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得できる｡ そして, この方法のもたらすもっとも大きな

成果は, 問題解決型思考として多方面への応用・活用が

可能であり, 研究を学ぶ第一歩になることである｡ 主体

的に学んでいく力を身につけていくために, この教育方

法を推進していく必要がある｡ そのためには前述した課

題を解決していく必要がある｡ 次に, これからの臨地実

習のあり方について検討した｡

１) 意思ある学びを実現する新しい看護記録

経験型実習教育で学生の直接的経験や学びを引き

出すことには, 表現すること, 言い換えると ｢書く,

話す｣ ことが重要であった｡ プロセスレコードや半

構成的面接が有用であるが, これらは学生の学びの

プロセスを引き出すことに教員の関わりと時間を要

する｡ これらの問題を解決するためには, 学生の経

験学習のプロセスを記録によって引き出したり, ま

た自分や患者の目標を明確にすることで動機付けを

はかったりする方法が考えられる｡ 一般企業等で取

り入れられている経験学習モデルを使ったリフレク

ションシートや, 学生や患者の目標と課題を明確に

するためのビジョンゴールシートなどのツールを実

習記録に取り入れていくことを提案する｡

経験学習モデルは, ����が提唱した学習理論で
ある (図２)｡ ｢具体的経験｣ → ｢内省的省察｣ →

｢抽象的概念化｣ → ｢積極的実践｣ の４つの循環型

プロセスをたどる21)｡ どこから始めてもよいし, 終

わりもない学習のサイクルである｡ 経験型実習教育

ではこのプロセスを辿るが, 今回の研究結果では,

｢具体的経験｣ と ｢内省的省察｣ に焦点を合わせた

記述が多く散見された｡ 結局, 個別的な看護体験を

客観的に振り返ることはできているが, その先に進

んでいないのである｡ そこで, 学習のサイクルを回

して ｢抽象的概念化｣ → ｢積極的実践｣ へと繋げて

いくためには, 学習を後押しする工夫が必要となる｡

２) 学びを引き出すリフレクションシート����の経験学習サイクルを滞りなく回していく
良い方法として, リフレクションシートが役に立つ｡

提案する経験型実習教育における ｢リフレクション

シート (案)｣ は, 日々の実習の中で学生自身が一

番印象に残った看護体験を記述するツールである｡

｢経験｣ 欄には, 直接経験した看護ケアを書くと

ともに, １日の実習が終わった時点での自分の心理

状態をフェイススケールで表現するようになってい

る｡ このスケールは, 学生は客観的に自分自身を見

つめ直すきっかけとなる｡ 教員にとっても, そのメッ

セージから学生の内面を読み取ることが容易になり,

経験を意味づける支援へとつながっていくのである｡

｢振り返り｣ 欄では, 自分の看護体験を多様な観点

から見直すことが可能であるが, 学生任せにすると,

この段階で止まってしまいがちである｡ この先の

｢学びの本質を概念化する一般化｣ → ｢学びを活か
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した実践応用｣ へと進めるには教員の支援が欠かせ

ない｡

このツールを用いることで学生自身が学びを引き

出し, その過程を教員がより詳細に把握することが

可能になる｡ リフレクションとは, ｢内省的実践｣,

｢自ら気づく力｣ である22)｡ 経験学習のプロセスに

沿ったリフレクションシートを導入し, 小さな成功

体験を重ねて, 教員が支援していくことが大事であ

る (図３)｡

３) 課題達成を助けるビジョンゴールシート

主体的に学んでいくためには学生の意欲や動機付

けが非常に重要である｡ 経験型実習教育だけでなく,

これまでの臨地実習においては教員と学生の関わり

の中で実践されているにもかかわらず, それは形と

して表されることは少なかった｡ ビジョンゴールシー

トは, 鈴木が提唱するプロジェクト学習において,

｢何のために, 何をするのか｣ を具体的に明確化す

るために, ビジョン (願い) とゴール (目標) を書

き込むものである23)｡ 鈴木が開発したシートを参考

に, 看護実習用に改変したビジョンゴールシート

(案) を図４に示す｡ 各領域別の実習開始直前に,

教員の支援のもとに学生が主体的に記入する｡ 実習

中も随時再確認することで, 学習意欲を維持し, ゴー

ルに向かって誘導することを狙いとしている｡ さら

に, ビジョンゴールを用いた記録は, 看護過程以外

の学び, 例えば, 多重課題への対応やコミュニケー

ション, 実践的看護技術 についても書くこととと

なり, 看護実践能力を育成する｡

４) 看護記録の見直しと評価方法の工夫

近年, 看護学の知識は膨大に膨れ上がっており,

各領域ごとに多くの課題増え, 記録用紙は増えるば

かりである｡ もちろん学びを言語化することは重要

であるが, 杉山は ｢学生に課す記録物が多いと, 学

生は実習記録を埋めるために患者から情報を聞き出

すことやカルテから情報を書き出すことに必死にな

る｡ あるいは, 記録のために睡眠不足になるという

状況を作り出すことにもなるだろう｡ 学生の関心は,

どうすれば教員や臨床の指導者にいい評価がもらえ

るかに傾きがちである｡｣ と述べている24)｡ 従って,

記録の量や看護過程にのみ偏りがちである記録用紙

を見直すしていくことも重要である｡ また同時に,

実習評価方法も, 看護計画を立案し, 実践できたか

という評価だけではなく, 学習プロセスの評価シス

テムを構築していく必要がある｡

５) 徒弟式学習と経験型実習教育の融合������は, 高度な包括的徒弟式学習を提唱して
いる25)｡ つまり, 実践のコミュニティの中で行動,

観察, 参加することによって学ぶことを主眼として

いる｡ 従来の看護過程の展開に重きを置いた学習方

法ではなく, 経験から看護を学ぶ経験型実習教育と

共通した概念であると言える｡

―��―�� �������������



この ｢徒弟式学習｣ は, 次の５つの概念から構成

されている｡ ①有能で熟練されたパフォーマンスの

主要な側面を, 具体的に例示すること, 明確に表現

すること, 可視化し到達できるようにすること｡ ②

監督下での実践の機会を学習者に与えること｡ ③学

生が自分たちの実践, 特に特定の臨床状況の特質を

理解し, 振り返り, 明確に表現することを支援する

ために, 実践現場で指導すること｡ ④新人の学生が,

特定の臨床状況下にいて優先すべきことと要求され

ていることを認識できるように支援すること｡ ⑤学

生が実践を振り返り, 自分自身で実践を改善できる

ように支援をすることである｡ ������の言うとこ
ろの②, ③, ⑤については, 経験型実習教育でも強

調されている部分である｡ しかし, ①や④に含まれ

る内容は, 現在の経験型実習教育では網羅されてい

ない内容である｡

ここで, 看護実践能力の高い人材育成を第一に考

えるならば, 従来の実習方法を見直し, 看護師とと

もに看護実践を行う日常の経験の中で多重課題の解

決方法やコミュニケーションスキルを学ぶことが望

ましい｡ また, 経験型実習教育をより良いものにす

るためには, 包括式徒弟式学習と融合させて効果的

な実習方法を検討していくべきである｡

６) 知識伝達型実習からの脱却

基礎看護教育では, ｢認知領域｣ ｢精神運動領域｣

｢情意領域｣ のバランスがとれた看護学生を育てる

ことを目標のひとつにしている｡ とくに ｢情意領域｣,

すなわち ｢感性の育成｣ は重視しているものである｡

しかし, 本来, 感性は練磨するものであり, 座学の

講義で教えることは難しい｡ 教室で教授したとして

も, それは教員の看護観の押し付けになりかねない｡

演習でロールプレイングを試みても, 実践ではな

いためなかなか知識伝達型講義の域をでることが困

難である｡ ３領域をバランスよく身に着けるための

訓練が, 真の臨地実習である｡ 患者の状況を正確に,

深く読み, 主体的に考える力を臨床で鍛え上げるの

である｡

その結果, 看護学生は自然と感性を磨き上げ, 思

考力・想像力をつけていく｡ さらには, コミュニケー

ション能力を高めていくことになる｡ 学生の ｢生涯

にわたって学び続ける力｣ や ｢主体的に考える力｣

を育成するには, 経験型実習教育に加えて����
(����������������������������) やアクティブラー
ニングを組み合わせて�教育の質と量の転換を図ら
なければならない｡��
主体となり判断・行動できる学生を育成する実習方法

を見出すため, 経験型実習教育について包括的文献検討
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を行った結果, 次の５点が抽出された｡

経験型実習教育は,

１. 直接的経験を教材化するので, 学生の思考を深め行

動を探究的にする｡

２. 教員の高い資質や指導スキル, 時間をかけた丁寧な

関わりが必須となる｡

３. 導入にあたり, 実習記録方式と評価内容の見直しが

必要である｡

４. 徒弟式学習を融合させることが望ましい｡

５. 同時並行的に, ���やアクティブラーニングを組
み合わせると実習効果が上がる｡����� �������
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